
Information

　
　

児
童
手
当
の
10
月
定
期
支
給

日
は
10
月
９
日（
金
）（
６
月
分
〜
９

月
分
）で
す
。

　
　

個
別
に
支
払
通
知
は
し
ま
せ
ん

の
で
、
通
帳
で
入
金
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
現
況
届
が
未
提
出
の
方
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、未
提
出
の
方
は
至
急
提
出
し
て

く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
を
対
象
に
、歯
・
歯
肉
の
状
態
や

口
腔
内
の
衛
生
状
態
等
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
口
腔
機
能
の
維
持
・
向
上
、

全
身
疾
患
の
予
防
等
に
つ
な
げ
る

た
め
、歯
科
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

皆
さ
ん
の
お
口
の
健
康
状
態
を

知
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、後
期
高

齢
者
の
特
性
に
合
わ
せ
た
歯
科
健

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象　

高
知
県
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
の
方

※
た
だ
し
、長
期
入
院
中
の
方
、施
設
等
へ

の
入
所
者
の
方
は
対
象
外（
長
期
入
院
患
者

や
施
設
入
所
の
方
は
、す
で
に
健
康
状
態
を

把
握
さ
れ
、
医
師
や
施
設
管
理
者
等
の
指

導
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、歯
科
健
診
の
対
象
か
ら
除
い
て
い
ま
す
）

　

①
．
前
年
度
75
歳
年
齢
到
達
者

（
昭
和
19
年
４
月
１
日
〜
昭
和
20

年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方
）と
、前

年
度
に
後
期
高
齢
者
医
療
の
歯
科

健
診
を
受
診
し
た
方
に
は
、
受
診

券
を
事
前
送
付
し
ま
す
。

　

②
．
①
以
外
の
方
は
、お
住
ま
い
の

市
町
村
や
広
域
連
合
に
申
込
み
を

す
る
こ
と
で
受
診
券
が
発
行
さ
れ
、

健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
自
己
負
担　

無
料

※
治
療
が
必
要
な
場
合
の
治
療
費
は
、
自

己
負
担
が
必
要
で
す

■
受
診
回
数

　　

実
施
期
間
内
に
１
回

■
受
診
方
法　

事
前
に
、受
診
を
希

望
す
る
登
録
歯
科
医
院
に
予
約

し
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。　　

■
健
診
実
施
期
間（
令
和
２
年
度
）

　
　

10
月
１
日
〜
令
和
３
年
２
月
28

日（
５
カ
月
間
）

■
持
ち
物　

被
保
険
者
証
、
受
診

券
、問
診
票
、入
れ
歯
、お
薬
手
帳

■
健
診
項
目

　
　

咀
嚼
機
能
評
価
（
か
み
合
わ
せ

な
ど
）、舌
・
口
唇
機
能
評
価（
舌
お

よ
び
口
唇
の
巧
緻
性
）、嚥
下
機
能

評
価（
だ
液
の
飲
み
込
み
テ
ス
ト
な

ど
）
、
口
腔
乾
燥
、
歯
の
状
態
（
歯
、

歯
周
組
織
、
口
腔
衛
生
状
態
な

ど
）
、
問
診
に
よ
る
状
況
確
認
（
服

薬
の
状
況
な
ど
）

■
実
施
機
関　

受
診
券
に
同
封
の

実
施
機
関
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
て

い
る
登
録
歯
科
医
院

※
受
診
券
発
送
前
に
実
施
機
関
を
確
認
す

る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
健
診
結
果

　
　

健
診
当
日
、
受
診
し
た
歯
科
医

院
で
結
果
説
明
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　
　

歯
科
健
診
は
、
実
施
期
間
内
に

１
回
の
み
無
料
と
な
り
ま
す
の
で
、

後
日
、
重
複
受
診
が
判
明
し
た
場

合
は
、費
用
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。健
診
結
果
は
、保
健
指
導

な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
増
加
も
見
込
ま
れ
ま
す
。ワ
ク
チ

ン
に
は
重
症
化
の
予
防
効
果
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、重
症
化
し

や
す
い
高
齢
者
は
、季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
お
勧
め

し
ま
す
。

■
対
象

　
　

香
南
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

接
種
日
に
左
記
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
障
害
お
よ

び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
機
能
障
害
に
よ
り
、
日
常

生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
障
害

を
有
す
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳

1
級
相
当
）

■
実
施
期
間

　　

10
月
１
日（
木
）〜
12
月
31
日（
木
）

※
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除
く

■
実
施
場
所

　　

高
知
県
内
の
委
託
医
療
機
関

■
接
種
方
法　

事
前
に
希
望
す
る

医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
、
接
種

日
等
を
確
認
し
、
健
康
保
険
証
・

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
、
対
象
者

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
回
数　

期
間
内
に
１
回
の
み

■
接
種
料
金（
自
己
負
担
金
）

　　

無
料（
県
が
助
成
）

※
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、必
ず

接
種
前
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

※
免
除
申
請
は
原
則
、本
人
ま
た
は
本
人

か
ら
委
任
を
受
け
た
同
一
世
帯
に
属
す
る

人
と
し
ま
す

■
申
請
窓
口

　
　

福
祉
事
務
所
・
健
康
対
策
課

（
赤
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
）・
各
支
所

■
必
要
な
も
の　

印
鑑

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
健
康
対
策
課

　
　

森
林
は
、
木
材
生
産
や
二
酸
化

炭
素
削
減
な
ど
地
球
環
境
を
守
る

た
め
だ
け
で
は
な
く
、土
砂
災
害
な

ど
を
防
止
す
る
国
土
の
保
全
、
渇

水
や
洪
水
を
緩
和
し
、
良
質
な
水

を
育
む
水
源
の
か
ん
養
、
施
設
園

芸
の
地
下
水
に
も
大
き
く
影
響
す

る
な
ど
、
多
く
の
環
境
保
全
機
能

を
果
た
し
て
い
ま
す
。こ
の
森
林
の

持
つ
公
益
的
機
能
を
十
分
に
発
揮

す
る
た
め
の
、間
伐
・
除
伐
等
に
対

し
て
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　　

h
ttp
://w
w
w
.

p
re
f.ko
chi.lg

.jp
/so
shiki/0

3
0

3
0
1
/2
0
1
8
0
4
1
8
0
0
2
0
4
.htm
l

■
問
い
合
わ
せ　

県
林
業
振
興
・
環

境
部　

木
材
増
産
推
進
課

　　

☎
0
8
8
ー
8
2
1
ー
4
6
0
2

先
日
車
を
手
放
し
ま
し
た
。
県
外
出
張
は
汽
車
で
通
勤
は
徒
歩
で
、そ
の
他
病
院
や
美
容
院
、
市
役
所
、ス
ー
パ
ー
等
々
も
徒
歩
圏
内
。
車
が
な
く
て
も
わ
り
と
大
丈
夫
で
し
た
。　
↓
（
13
ペ
ー
ジ
へ
）

広

報

へ

の

ご

意

見

た
だ
町
内
の
実
家
に
い
く
の
に
ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
ま
し
た
。コ
ス
パ
悪
い
け
ど
タ
ク
シ
ー
か
な
ぁ
と
。路
線
図
見
た
ら
バ
ス
で
行
け
そ
う
で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

◆ 夜 須 公 民 館 の 催 し 案 内 ◆

レザレザークラフトクラフト教室

草木染め教室

 ⼤⼈気の教室を夜須公⺠館で開催！縫わ
ずにアコーディオン財布を作ります。お札、カード
類を分けて⼊れられる３つのマチがついています
（サイズは約幅13cm×⾼さ7.5cm×奥5.5cm）。
■場所／夜須公民館　２階　大研修室

■対象／市内在住の中学生以上の方
　　※香南市外の方は１０月１５日（木）から受け付け

■講師／岩瀬　さおりさん（Pearl　Berry）

■定員／８人　　　　　　　　　■参加費／２,６００円

■持ち物／トンカチ・タオル・マスク

■申込み締切り／１１月９日（月）

１１／１５（日）１０:００～１２:００日時

 好評につき２回⽬の開催！
沈殿藍を使い、ストールを藍染めします。
■場所／夜須公民館　２階　調理実習室

■対象／市内在住の高校生以上の方
　　※香南市外の方は１０月１５日（木）から受け付け

■講師／西峯　久美さん（工房SOMEYA）

■定員／８人　　　　　　　　　■参加費／１,６００円

■持ち物／エプロン・ゴム手袋・ボウルまたは

  洗面器（汚れてよいもの）・持ち帰り用袋・マスク

■申込み締切り／１１月１８日（水）

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、

中止または内容が変更となる場合があります

　縫わずに

レザーで作る

私だけのお財布

１１／２８（土）

１３:３０～１５:３０

日時

　　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　　
定
期
予
防
接
種

S
高齢者高齢者

senior citizen

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　
　

歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

市 県 民 税

国 民 健 康 保 険 税

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

第３期

第４期

第４期

第４期

の納期限は　１１月２日（月）です。
期限内の納付をお願いします。

申込み・問い合わせ／夜須公民館 ☎５４‐２１２１

◆　問い合わせ　◆

　高知県土木部建築指導課　☎088-823-9891

　　地震で被災した建物について、余震で倒壊するなどの

危険性があるかどうかを判定して表示を行うものです。

　　大きな地震が起きた場合に、被災者がそのまま家にい

ていいのか、避難所に避難した方がいいのかなどを判断

するために、救命・救急・消防活動と並行してできるだけ

速やかに応急危険度判定を行う必要があります。

■被災度区分判定…建物の復旧対策を検討する目的で応

急危険度判定後に建物の被災度を詳細に判定するもの

■住家被害認定…「り災証明書」を発行する目的で被害

程度を認定するもの

■被災宅地危険度判定…地震や降雨等による宅地災害

が広範囲に発生した後に、二次災害を防ぐ目的で被

害の状況を把握して宅地の危険度を判定するもの

※降雨災害にも対応するところが建物の応急危険度判定と違います

▼判定結果は、３種類のステッカー (A３サイズ)
　を建物の出入口などに貼り付けて表示します。

この建物は

使用可能です

この建物に立ち

入る場合は十分に

注意してください

この建物に立ち入

ることは危険です

緑 黄 赤

森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

　　２０２０年１０月８日（予定）

から県の一部地域で、携帯

電話事業者による新しい電

波の利用が開始されます。

新しい電波の利用開始に

伴い、テレビ映像に影響が

出る恐れのあるご家庭に

は、チラシを配布（場合によ

り訪問）する予定です。

　　１０月８日以降に影響が出

た場合は無償で回復作業を

行いますので、下記コールセ

ンターまでご連絡ください。

■問い合わせ／７００MHz

利用推進協会テレビ受信

障害対策コールセンター

☎０１２０-７００-０１２（フリーダイヤル）

☎０５０-３７８６-０７００（有料）

■受付時間／９時～２２時

テレビの
視聴に関する
重要なお知らせ

７００MHｚ利用推進協会

によるテレビ受信障害

対策工事について

E
環 境

Environment

環 境

被 災 建 築 物 応 急 危 険 度 判 定ご存じ

　ですか？

地震発生後の建物の判定には次のようなものも
あります（判定の目的や基準がそれぞれ異なります）。

また、造成された宅地に対しても災害時の応急
対策として危険度を判定する制度があります。

W
福 祉

W e l f a r e

福 祉

児
童
手
当
支
給
日

室

月）

染めします。

室
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